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電気通信審議会議事規則第５条の２及び接続に関する議事手続細則第２条の規定により、　平成12年5月25日付け郵通議第3016号で公告された接続約款案に関し、別紙のとおり意見を提出します。

東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社（東西NTT）の

指定電気通信設備に関する接続約款の変更案に対する意見書の提出
本件に係るATM 600Mb/s接続専用線の接続料につきましては、ATM接続専用線の他の品目で見られるようなﾕｰｻﾞｰ料金との逆鞘は生じておりませんので、この点に関しては算定方法において改善がなされたものと思われます。

しかしながら、ATM 接続専用線の他の品目については、ﾕｰｻﾞｰ料金との逆鞘はいまだ解消されておりません。貴審議会殿及び郵政省殿におかれましては、当該他の品目について、東西NTTに対して早急に逆鞘の解消をするよう要請していただきたくお願い申し上げます。この場合、少なくともATM 600Mb/s接続専用線の接続料とﾕｰｻﾞｰ料金との格差（ｸﾗｽ等により50%前後と多少のﾊﾞﾗﾂｷあり）を目処として逆鞘の解消をすべきと考えます。

このようなﾕｰｻﾞｰ料金との逆鞘は、昨年12月17日付けで申請のあった東西NTTの接続約款変更案に対する意見書の中ですでに数社から指摘があったように、ISDNのﾕｰｻﾞｰ料金と接続料の間でも生じています。東西NTTの提供するi･ｱｲﾌﾟﾗﾝなどISDNの割引ｻｰﾋﾞｽやIP接続ｻｰﾋﾞｽ＊については、現在のISDNの接続料をﾍﾞｰｽにした場合、他の事業者は同等のｻｰﾋﾞｽの提供が不可能であり、これは公正競争を著しく阻害する反競争的なものと考えます。

＊月額2,900円の定額制料金を試験ｻｰﾋﾞｽとして提供中のもの。
このような状況は、他の事業者には接続料として高額な料金を課し、一方でその利益をもって自己のﾕｰｻﾞｰ料金は原価を下回るような低料金にするという、競争関係法規に照らし極めて違法性の強いものと考えます。地域ISDN市場は東西NTTがほぼ完全に独占している市場であることを考慮すれば、その行為の違法性は明らかと言わざるを得ないものです。

また、このIP接続ｻｰﾋﾞｽはその不当に低廉な料金であるがため、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ事業者としてはﾕｰｻﾞｰに最も低廉なｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽを提供するためにはNTTのﾈｯﾄﾜｰｸに接続せざるを得ないことになってしまいます。

従いまして、貴審議会殿及び郵政省殿におかれましては、東西NTTに対して、ISDN接続料の大幅な低廉化あるいはi･ｱｲﾌﾟﾗﾝなどのISDN割引ｻｰﾋﾞｽやIP接続ｻｰﾋﾞｽと同種の料金ｽｷｰﾑを接続約款のもとで他の事業者に提供することを命じるよう弊社は強く要請するものです。当然のことではありますが、東西NTTが当該同種の料金ｽｷｰﾑを接続約款のもとで提供する場合には、現在の料金ｽｷｰﾑから営業費等の相互接続には関係のない費用は控除されるべきです。

多くの利用者は低額な料金によるｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続ｻｰﾋﾞｽを望んでいます。しかし、そうであったとしても、それが違法性の極めて強い料金により実現されるようなことがあってはらないと思います。低廉な料金は短期的には一般利用者の利益になります。しかしながら、貴審議会殿及び郵政省殿として違法な料金をこれ以上放置されるならば電気通信市場において公正競争上の重大な問題を生じ、結果として一般利用者の利益が大きく損なわれることになると考えます。

以上

（別 紙）
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